様式第１号（第３条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　年　　月　　日

　加 東 市 長　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　区長（自治会長）　　　　　　　　　
防犯灯（ 設置・器具交換・移設 ）申請書

防犯灯の設置・器具交換・移設をしたいので、加東市防犯灯の設置及び管理に関する要綱第３条の規定により申請します。
※上記の括弧内の該当するものを○で囲み、設置、器具交換、移設の種別ごとに申請書を提出してください。
なお、「防犯灯設置に関する確約書」は１枚で結構です。
１ 申請箇所
(1)防犯灯の設置別欄は、該当する番号を○で囲んでください。

(2)電柱番号がある場合は、別紙(電柱番号の見方)を参考に記入してください。
(3)電柱番号のあとの括弧には、関電柱かＮＴＴ柱の別を記入してください。
(4)設置箇所の地図を添付してください。（住宅地図でも可）
(5)設置箇所及び電柱に共架する場合は、電柱番号が分かる写真を添付してください。

防犯灯の申請は年に一度、今回の申請書のみ受け付けいたします。
ただし、緊急を要するものは随時受け付けいたします。
	番号
	設置住所 (付近の番地)
	防犯灯の設置別
	電 柱 番 号 （関電柱かNTT柱に○を付けてください）

	１
	
	１．関電柱又はNTT柱

２．支柱あり

３．支柱なし(新設)
	上
	　　　　（関電柱 ・ NTT柱）

	
	
	
	下
	　　　　（関電柱 ・ NTT柱）

	２
	
	１．関電柱又はNTT柱

２．支柱あり

３．支柱なし(新設)
	上
	（関電柱 ・ NTT柱）

	
	
	
	下
	　　　　（関電柱 ・ NTT柱）

	３
	
	１．関電柱又はNTT柱

２．支柱あり

３．支柱なし(新設)
	上
	　　　　（関電柱 ・ NTT柱）

	
	
	
	下
	（関電柱 ・ NTT柱）


                                                            　　　（裏面に続く）

２ 民有地に設置する場合の同意

番号１
	加東市　　　　　　　　番地の土地に防犯灯（柱）を設置することについて、承諾します。

加 東 市 長　様

　　年　　月　　日

　　　　　　　

（土地所有者）住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話


番号２
	加東市　　　　　　　　番地の土地に防犯灯（柱）を設置することについて、承諾します。

加 東 市 長　様

　　年　　月　　日

　　　　　　　

（土地所有者）住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話


番号３
	加東市　　　　　　　　番地の土地に防犯灯（柱）を設置することについて、承諾します。

加 東 市 長　様

　　年　　月　　日

　　　　　　　

（土地所有者）住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話


防犯灯設置申請箇所略図（住宅地図等に○印でも可）
	番号１

	番号２

	番号３


様式第２号（第３条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　年　　月　　日

加 東 市 長　様

　　　　　　区長（自治会長）　　　　　　　　　　
防犯灯設置に関する確約書

防犯灯の設置を申請するに当たり、下記の事項について確約します。

記

１、防犯灯設置日以降の電気代、電球取替費の一切の費用を当地区（自治会）が負担します。

２、地区の事情により撤去又は移設が必要な場合、その撤去費又は移転費を当地区（自治会）が負担します。

３、当地区（自治会）に設置された防犯灯が消灯し、市又は関西電力から指摘を受けているにもかかわらず、そのまま放置しているときは、不要箇所として撤去されても異議ありません。

４、光害、害虫等防犯灯に係る苦情に関しては、当地区（自治会）が責任を持って解決します。
５、防犯灯の設置場所が民有地で、当該土地の使用に利用料が発生する場合は、当地区（自治会）と当該土地所有者との間で利用料を決定し、当地区（自治会）が負担します。
＜参考＞　電柱番号の見方（名札が２枚ある場合）
★ 原則は、上の番号が所有者となっています。
★ 名札が２枚付いている場合は、上下の両方とも記入してください。
　　　　　　　　　　　　　　　 

関電のマークは
消えていたり、
付いてない場合
もあります。
　　　　　　　　　　　　　　上の電柱番号

　　　　　　　　　　　　　　下の電柱番号

　　　　　 関電の所有です 　　　 NTTの所有です→占用許可が必要  　
～防犯灯設置の流れ～
	順
	関　 電　 柱
	Ｎ Ｔ Ｔ  柱
	電柱なし、ポール新設

	１
	関西電力へ設置の申請
	ＮＴＴに共架の占用申請
	業者が関西電力に設置の申請

	２
	市より工事代を支払う
	ＮＴＴより占用許可あり
	関西電力より許可あり

	３
	関西電力が防犯灯設置
	関西電力へ設置の申請
	業者がポール新設と防犯灯設置

	４
	―
	業者に発注し防犯灯設置
	―


· ＮＴＴ柱の場合は、「ＮＴＴ西日本」へ「共架占用申請」が必要となります。

また、電柱がなくポールを新設する場合は、業者を通じた手続きとなるため、どちらも関電柱より設置するのに日数がかかりますので、ご了承ください。
＜参考＞ 加東市防犯灯の設置基準
①　犯罪、事故等が発生した場所または発生するおそれがあり、防犯上必要と認められる場所。
②　設置する防犯灯が、道路照明灯（道路管理者が設置する水銀灯等）または個人の家の門灯等に該当しないもの。
③　設置しようとする防犯灯の半径60ｍ以内に既設の防犯灯がないこと。
　　ただし、周囲の建造物、道路の形状等により防犯灯の明かりが届かないと認められる場合は、この限りではない。
④　低圧電線が配線済み、もしくは配線可能な関西電力、もしくはNTT西日本が設置した電柱またはこれに類する柱が設置されていること。
ただし、申請箇所に柱が設置されていない場合は、この限りではない。
⑤　設置する土地の所有者の同意が得られていること。
○×◇８





□×○ｓ２





□×○ｓ２





○×◇８








